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‭2025年12月期半期報告書の提出期限延長に関する承認申請書提出のお知らせ‬

‭当社は、本日付で、企業内容等の開示に関する内閣府令第18条の2第1項に規定する半期報告書の提出‬
‭期限延長に関する承認申請書の提出を行うことを決定しましたので、下記のとおりお知らせいたしま‬
‭す。‬

‭記‬

‭１．対象となる半期報告書‬
‭2025年12月期半期報告書‬

‭２．延長前の提出期限‬
‭2025年8月14日‬

‭３．延長が承認された場合の提出期限‬
‭2026年2月27日‬

‭４．当該半期報告書の提出に関して当該承認を必要とする理由‬
‭当社は、2025年7月29日付け「(差替え)第三者委員会の調査報告書(公表版)公表に関するお知らせ」‬

‭にてお知らせしましたとおり、第三者委員会による調査の結果、当社の｢AI GIJIROKU｣に関する販売‬
‭パートナーから受注し計上した売上の大半に関して、広告宣伝費又は研究開発費の支払名目で資金を‬
‭支出し、当該資金について広告代理店を経由する形で一部の販売パートナーに対して支払い、最終的‬
‭に当該販売パートナーから支払を受けることにより売上代金を回収していた事実などが確認されたと‬
‭して、売上高、広告宣伝費及び研究開発費が過大計上されたとの指摘を受け、連結財務諸表及び財務‬
‭諸表に与える最終的な影響額の確定作業を進め、過年度の有価証券報告書及び内部統制報告書の訂正‬
‭作業を進めております。‬

‭また、2025年7月30日付け｢民事再生手続開始申立てのお知らせ｣にてお知らせしましたとおり、当‬
‭社は、スポンサー支援による再生を目指すとともに、不適切な会計処理に起因して発生する可能性の‬
‭ある債務の公平かつ適切な対応を企図して、東京地方裁判所に民事再生手続開始の申立てを行い、同‬
‭年8月6日に開始決定を受けました。‬

‭このように、当社におきましては、過年度の有価証券報告書及び内部統制報告書の訂正作業だけで‬
‭なく、民事再生手続も進めており、各対応に時間を要しております。そうした中で、2025年12月期半‬
‭期報告書の提出期限までに過年度の有価証券報告書及び内部統制報告書の訂正が完了せず、また、財‬
‭務数値の検討及び監査手続にも時間を要するため、提出期限までに監査報告書を受領することができ‬
‭ないと判断し、やむなく、提出期限延長に関する承認申請書を提出することにいたしました。なお、‬
‭延長が承認された場合の提出期限は、民事再生手続が進行していることも踏まえて設定したもので‬
‭す。過年度の有価証券報告書及び内部統制報告書の訂正作業は、2025年11月中旬を目途に進めていく‬
‭予定です。‬

‭５．今後の見通し‬
‭提出期限延長に関する申請が承認された場合には、速やかに開示いたします。‬
‭株主・投資家の皆様には多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げま‬

‭す。‬

‭以　上‬


